
３回目の暑中見舞い（2021年7月） 

コロナ禍でも人と人、心と心をつなぐ 

 コロナ禍で訪問活動が制限される中、地域の気

になる方に「みなさんのことを気にかけていま

す」という想いを込めてオリジナルのメッセージ

カード（暑中見舞い・クリスマスカード）をお届

けする『見守り配達便』。相模原市城山地区民児

協で行われているこの取り組みは、コロナ禍で会

えなくても伝わる活動として、令和２年６月に高

齢者福祉部会長より提案され、翌月から開始しま

した。年間計画にはなかったことですが、役員

会、定例会を通じて民生委員児童委員（以降、民

生委員）の理解を得て、即断・即決の民児協全体

の活動として実施し、令和３年度まで４回お届け

しました。『見守り配達便』を届ける枚数は委員 

新しい生活様式における民生委員児童委員活動に向けて 

News letter    Ｍ Ｉ Ｎ Ｓ Ｅ Ｉ 

 
社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会   民生委員児童委員部会 

Vol．6  2022.5 

相模原市城山地区民児協の活動をご紹介します 

 

想いをオリジナルデザインに込めて 

によって異なりますが、民生委員が無理のない範

囲で行っています。 

 オリジナルの『見守り配達便』は、高齢者福祉

部会長と地区民児協副会長の菅野敬子さんがデザ

インし作成しました。これまで３回デザインした

菅野さんは、子どものころから絵を描くのが好き

で、地区社協などから頼まれてポスターを制作す

ることもありました。『見守り配達便』をお届け

する時期が近づくと、菅野さんが手描きでデザイ

ンしたいくつかの案を定例会で民生委員のみんな

に見てもらい、意見を聞いて決めています。 

１回目の暑中見舞い（2020年7月） ２回目のクリスマスカード（2020年12月） 

４回目のクリスマスカード（2021年12月） 



男女が手をつなぐイラストは、

“コロナ禍でも人と人、心と心

をつなぐ見守り配達便”の想

いが込められています。 

 

 
＊神奈川県社協 民生委員児童委員部会は、県・政令市の民児協が参画する協議体です。様々な地域性 

やきめ細やかな幅広い委員活動から得る多様な情報や知恵を集結し、県政令市の枠を越えて、交
流、研修情報収集、意見具申など、スケールメリットを活かした協働事業の運営を行っています。 

＊このニュースレターは、神奈川県内の民生委員児童委員向けに「新しい生活様式」に向けた委員活  
 動やコロナ禍における委員の思いを発信するために、不定期に発行します。 
 
  HP：                      ツイッターアカウント：@kanagawa_syakyo 
 
 身近な地域で活動する民生委員児童委員のことを多くの方に知っていただけるよう、 
 30秒のPR動画を作成しました。ぜひご覧ください  

 １回目にお届けした暑中見舞いとしての『見守

り配達便』は、ハート型の中に「暑さ・コロナに

負けないで」のメッセージと、周りには風鈴やか

き氷など夏を連想するイラストがあしらわれたオ

リジナリティあふれるデザインとなっています。 

裏面には民生委員が一言添えて、担当地域の気に

なる方にお届けしました。１回目が好評だったた

め、その年の暮れにクリスマスカードとして2回

目をお届けしました。2回目からは、裏面に「お

餅などの誤嚥に気を付けて」「手洗い・うがいを

忘れないで」など時節にあったタイムリーなメッ

セージを書き入れました。 

 3回目にお届けした暑中見舞いとしての『見守

り配達便』は高齢者福祉部会長がパソコンを使っ

てデザインし、熱中症の注意喚起を促すメッセー

ジを込めました。その年の暮れに菅野さんが作成

した4回目のクリスマスカードとしての『見守り

配達便』は、左側はクリスマスのリース、右側は

お正月のしめ縄となっており、二つ折りにして立

てることで年末年始通して楽しめるデザインとな

りました。 

 コロナ禍で会って話す機会が減り、コミュニ

ケーションが取りにくくなっている中での『見守

り配達便』は、デザインに想いを込めて届ける大

切な活動になっています。 

 ３回目まではポスティングでしたが、４回目は

手渡しすることができ、手に取った方の反応や喜

びの声を直接聞くことができました。コロナ禍に

より思うような活動ができず「民生委員として悩

ましくもありました」と菅野さん。そんな中、オ

リジナルの『見守り配達便』をお届けすること

で、手に取ってくれた方から「ありがとう、嬉し

かった」「次も楽しみにしてるよ」などお礼の電

話が多くあり、地域の方とお話しをするきっかけ

になっています。菅野さんは今後に向けて「コロ

ナ禍という未曾有の状況の中、民生委員として今

できることとして始めた活動ですが、毎年恒例の

事業としてこれからも続けていきたい」と想いを

語ってくれました。 

アフターコロナもつづけたい 

「デザインするのは大変だけれども、楽しいか
らできます。お届けして喜ぶ笑顔が何より嬉し
いです」と和やかな表情で話す菅野さん。 

民生委員の想いを形にして届ける大切な活動です。 

神奈川県社協民生委員児童委員部会 


